
記入例：公証人の登録によるフランス式協議離婚(配偶者の一方が外国人)

シュネデール　マルクオリヴィエ

1990 4 3

外務　　　　　　花子

　　　　　ガイム　　　　 ハナコ

平成４　　７　　10

フランス国セーヌサンドニ県
モントルイユ市ジャンジョレス広場
１番地

フランス国パリ市第８区オッシュ
大通り７番地

東京都千代田区霞が関２丁目２

外務　花子 フランス
✓

シュネデール、トマポールルネ
ベネック、ニコールアンヌ 長

外務　太郎
　　　良子 二

✓

✓

平成30　　１　　　　　　　　　　 令和6　　3

フランス国パリ市第8区オッシュ大通り7

サービス職 事務職

令和７年１月４日フランス国の方式にて離婚成立。
同国カルヴァドス県カン市役所作成の婚姻及び離婚証明書、
及び公証人により登録された離婚協議書を添付。

外務　花子

06-1234-5678

フランス方式で
離婚された場合、
用紙右側の証人
欄は記入不要。

氏名は日本の戸籍に記載
されているとおりに記入。

パリ市以外は県名も記入。

本籍地はハイフン(-)等を使わず
戸籍の通りに。
×霞が関２－２
〇霞が関２丁目２番地

外国人の両親の名はActe de
mariageに記載されているとお
りに、苗字→名の順で記入。通
常夫婦別姓。

外国人は西暦、日本人
は和暦で記入。

戸籍に記載されている
とおりに日本語で署名。


